
２００７年１０月２４日 

まち工房・元気！ 

「パートナーシップ推進イベント」企画案 

 
＜「中標津まちづくり交流広場（仮）」について＞ 
■開催日時：２００８年２月１７日（日） 

■開催場所：しるべっと 

   現在の予約状況：朝から夜まで、大ホール以外全部予約済み。コミュニティホール、研修室１

～３、調理室、視聴覚室、美術室、展示室、町民ホール、和室１～２、リハーサル室、楽屋。 

■イベント名称の素案：「中標津まちづくり交流広場」「中標津民間活動発表大会」 

「なかしべつコミュニティＰＲ大会」→実行委員会にて最終決定 

■運営方法：各団体（１０団体ほどを予定）からの選出メンバーによる、実行委員会形式にて開

催する。その結果、主催は実行委員会、共催は中標津町となる。 

■開催の目的  

・ 中標津町民にまちづくり活動を通じて、パートナーシップの必要性をＰＲするため 

・ 中標津町内の広くまちづくりを行なう団体同士の交流と発表のため 

・ 中標津町の「町民・行政・企業・団体」が、地域課題を共有し、住みよいまちづくり

を目指していくキッカケづくり 

■開催内容 

①一般ブース：長テーブル１台、背中に展示パネル（１２０×１８０）を横置きで設置。 

活動紹介のパンフレットやポスター展示、販売もＯＫ。 

一般ブース参加呼びかけ団体：伝成館、風の想、景観ネットワーク、東方企画、ナルク、森

の家、道東野生動物保護センター、子育てボランティア「る・る・る」、ホッ

トハンド、青年会議所、商工会青年部・女性部、両農協青年部・女性部、植物

を知ろう会、コスモスの里、厚生保護女性会、農村文化研究所、ラブ・リバー

Ｃ．Ｌ．Ｌ標津川＆タワラマップ川の会、釧根地区自然環境対策協議会、チー

ムサマンサ、ラボ空間、中標津に歩く道をつくる会、他。 

②招待ブース：長テーブル１台、背中に展示パネルを横置きで設置。 

       各高校のボランティア部に対して、呼びかける。 

招待ブース参加呼びかけ団体：Ｎ高、農高、高等養護学校→役場企画課から、先にお願いし

てくれる。 

③特別ブース：パートナーシップ推進事業のＰＲブースを設置する。町役場からの情報や事業

紹介を行なう。出張お茶会（町長や三役などとのお茶会イベント）や、ミニ役

場コーナー（まちづくり懇談会のミニ版）などを開催してほしい。 

④舞台での発表：プログラムを作り、時間制で入れ替えする。 

発表への参加呼びかけ団体：フォークダンスサークル、手品、少林寺や空手、Ｎ高の合唱、

中標津中学のブラバン、なか小丸山合同合唱部、スポーツアカデミーのデモン

ストレーション、ラジオ体操の会、他。お願いする時に、吹奏楽やブラバンは、

入れ替えが大変ではないか。時間割や備品の調整などを行なう舞台担当として、

劇団関係の制作を行なっている方などにお願いできないか、当ってみる。 

⑤飲食の場：調理を行ない、飲食を提供する。 

    飲食提供への参加呼びかけ団体：ささ藪学校、調理師会（両方とも上原さんが代表）、男の



料理教室、お弁当の宅配を行なっている福祉団体、ぽれぽれの会（社協のカフ

ェを行っている団体）他。 

⑥パネル展：展示パネル（１２０×１８０）を縦置きで設置。一面を自由に使って良いので、

飾り付けはすべて団体へお任せする。 

■一般公募について 

・ 一般ブース、舞台での発表、パネル展の３つについては、北海道新聞などに記事にして

もらい、「一般公募」を行なうこととする。 

■実行委員会の設置について 

  実行委員会候補団体：まち工房・元気！、パートナーシップ推進研究会、風の想、伝成館ま 

ちづくり協議会、景観ネットワーク、ナルク中標津、ホットハンド、青年会議所、 

商工会青年部・女性部、両農協青年部・女性部、劇団関係者へのお声かけを予定 

  第一回実行委員会開催予定：１１月２１日（水）１９時～しるべっとにて 

  実行委員会にて行なう主な事柄 

・ 全体スケジュール調整、一般公募作業（参加者全体会議の開催？） 

・ 図面づくり、場所の割り振り（飲食物の調整） 

・ チラシ作成などの広報、当日パンフレット作成 

■予算について 

・ パートナーシップ推進事業の事業費２０万円を予定。（企画課へ確認済み） 

・ 街づくり推進係の助成金１０万円を予定。（街づくり推進係へ確認済み） 

・ 足りない分は、北海道地域活動振興協会のコミュニティ再生事業から補填する。 

 

＜その他の「まち工房・元気！」の活動内容報告（１０月２３日現在）＞ 

■「まちづくりお茶会」の開催 

・ 開催時期は、１２月中に行なうスケジュールで進める。 

・ 第一回は「西澤町長を囲むお茶会」を開催したい。もしも町長の予定がダメであれば、

３月後半で調整する。 

・ 町民会議ＯＢに広く参加を呼びかける。「じゅう箱のスミ」へのチラシ挟み込み（８０

０部）、らいふまっぷへの掲載を予定。 

■「元気巡り」（まちづくり団体ツアー）の開催 

・ 開催時期は、１月開催予定。 

・ 第一回は、「標津町のいずし作りコンテスト」（１月１１日（金）開催？）を訪れたい。 

・ 他のまちの活動を見る、イベントに参加する、運営の方法や手法を聞くなどの目的。 

・ ツアーの様子や見学した団体の活動状況などを、情報誌に掲載する。 

・ 参加者は当団体メンバー、一般町民、行政職員などへ呼びかけをする。 

■「元気？」（市民活動情報誌のモデル版（ミニコミ誌））の作成 

・ ３月中に１回発行を予定。今後の目標は季刊で発行。 

・ カラーのプリンター、もしくはカラー印刷。 

・ 編集作業の担当を設置、原稿はみんなで書くイメージ。 

・ 助成金情報や他団体紹介を入れる。 

■拠点設置について（場所、開設時期、運営方法、会員など） 

・ １０日、石田病院の見学。瀬波、望月、東田が参加。 

・ 商工会で空き家調査を行なったので、商工会にリストはある。 


